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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年１２月７日（火） 

午前１０時００分  開 会 

午前１０時２９分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  舩 見 昌 功   副委員長  田 嶋 孝 安 

委  員  佐々木 卓 也   委  員  澤 口 正 義 

委  員  堀   光 雄   委  員  馬 場 騎 一 

委  員  堤   喜一郎    

副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席委員   委  員  下 山 光 義 

 

５．傍聴議員   なし 

 

６．説 明 員   副市長 ほか 

 

７．事務局職員   次  長  中野渡 孝 英   主  査  白 銀 壮太郎 

 

８．案  件  議案第７４号及び議案第７７号から議案第８０号までの計５件 

 

９．会議概要 

舩見委員長：会議に入る前に、下山委員から欠席の届けが提出されておりますので、御了

承願います。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る１２月３日の本会議において、議案第７４号及び議案第７７号から

議案第８０号までの計５件が付託されております。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第７４号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたしま



- 2 - 

す。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第７４号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定について御説

明申し上げます。 

 この議案は、令和４年度の機構改革に伴い、各部の分掌事務を改めるため提案するもの

でございます。 

 議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第３条の改正は、財務部の行財政の経営改革に関することを削り、総務部に行政改革に

関することを加えるものであります。 

 附則につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

佐々木委員：それでは、質問させていただきます。 

 ただいまの説明では、来年度の機構改革のためにということで説明がありました。ま

ず、今回の改正の目的についてお知らせいただきたいと思います。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 まず、国において本年９月にデジタル庁のほうが発足いたしました。今後、自治体が担

う行政サービスについては、デジタル技術とかデータを活用した住民サービスの向上に努

めるということとなってございます。例えば、ＡＩですとかロボットによる活用というふ

うなことで、業務の効率化を図って人的資源を行政サービスにつなげていくというふうな

ことでございます。 

 このようなことから、これらデジタル改革を推進する上で、行政改革は切り離せない必

要不可欠なものとなっておりますので、デジタル活用、これを業務改善ということと行政

改革を一体的に進めるために、情報技術を持っている事務を行っている総務部のほうに移

管をして、組織体制の強化を図るということが目的となっております。 

 以上でございます。 

佐々木委員：ありがとうございました。データを活用した行政サービスの向上というふう

なことで、業務改善につなげるというふうなことでの行政改革に関することということで

理解をいたしました。 

 それで、そうなりますと、財政課の現在の行革推進係というのはなくなるということで

よろしいでしょうか。 

田中総務部参事兼総務課長：新たな組織を現在、協議・調整中でございますので、現在あ

る財政課での行革推進係、基本的になくなる予定となっております。 

 以上でございます。 

佐々木委員：ありがとうございます。 

 それでは、そうなりますと、例えば今は財政課のほうの行革推進係のほうで担当してい

る公共施設等総合管理計画だとか指定管理者制度の事務については、それも総務部所管に

なるというふうなことでよろしいでしょうか。 

田中総務部参事兼総務課長：お答え申し上げます。 
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 いわゆる財務の部分の改革部分については、財政課のほうでそのまま行っていただく予

定となっておりますが、指定管理者制度等についても今は検討中でございますけれども、

基本的には行革を持ってくる部分のほうで対応したいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

佐々木委員：了解いたしました。しっかり対応のほうをよろしくお願いいたします。 

 終わります。 

舩見委員長：その他質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第７４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７４号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７７号三沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第７７号三沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

 この議案は、健康保険法施行令の改正に伴い、三沢市国民健康の出産育児一時金の額を

改めるため提案するものであります。 

 議案書の８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第５条第１項の改正は、出産育児一時金の額を４０万４,０００円から４０万８,０００

円に改めるとともに、産科医療補償制度に加入している分娩機関で分娩した場合の加算額

を１万６,０００円から１万２,０００円とするものであります。 

 附則第１項は、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 附則第２項は、出産育児一時金に関する経過措置について規定しております。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

 採決します。 
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 議案第７７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７７号三沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７８号三沢市農業集落排水処理施設条例及び三沢市下水道条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第７８号三沢市農業集落排水処理施設条例及び三沢市下水道条例の一

部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、地方自治法等の改正に伴い、農業集落排水処理施設使用料及び下水道使用

料の徴収の方法に、指定納付受託者による納付を加えるため提案するものであります。 

 議案書の１０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の三沢市農業集落排水処理施設条例第１４条第２項及び第２条の三沢市下水道条

例第２０条第２項の改正は、使用料の徴収方法について、地方自治法第２３１条の２の３

第１項の規定による指定納付受託者による納付を追加するものであります。これによっ

て、スマートフォンアプリ等を利用した決済方法を柔軟に活用することができるようにな

ります。 

 附則につきましては、施行日を令和４年１月４日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

佐々木委員：指定納付受託者による納付を加えるということで、スマートフォンアプリな

どによる決済方法ができるようになるということで、まず、この目的について御説明をお

願いします。 

織笠上下水道部参事兼下水道課長：それでは、ただいまの質問にお答えいたします。指定

納付受託者制度の導入の目的についてお答えいたします。 

 まず、指定納付受託者制度による納付は、スマートフォンで水道料金等の納付書に書い

てあるバーコードをスマートフォンのカメラ機能で読み込むことによって支払いが完了す

るということになりますので、金融機関の窓口だったりコンビニ等に行かなくても、自宅

だったり職場だったりで出向かなくても納付できるということがありますので、納付手段

の追加ということでお客様のほうの利便性が向上するということが一つ。 

 それから、現在のコロナの関係もございますので、この場合は人と人との接触がなく支

払えるということになりますので、新型コロナウイルスの感染予防対策としても有効であ

ると考えております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございます。市民の利便性向上につながるということで、大変い

いことだと思います。 

 それで、今はスマートフォンアプリのことでの納入方法のことを説明ありましたけれど

も、利用できる決済サービス、ほかにも考えているのでしょうか。その辺をお願いしま
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す。 

織笠上下水道部参事兼下水道課長：今現在は、料金・使用料のほうは口座振替の場合、そ

れからコンビニでの支払い、それから金融機関での窓口、あと、水道事業所のほうのお客

様サービスセンターの窓口と今御説明申し上げましたスマートフォンによる支払いという

ことになっております。それで、スマートフォンでの支払いのほうは、スマートフォンア

プリを使って支払うことになりますが、それが対応しているのがＬＩＮＥ Ｐａｙという

のとＰａｙＰａｙというところとＰａｙＢという三つのスマートフォンアプリのほうが活

用できる。現在はその三つとなっております。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 それでは、今回、公共下水道料金、それから農業集落排水使用料金について条例改正を

行おうとしているのですけれども、今後、これについてもそれこそデジタル化の推進だと

かで、それに伴う納付者の利便性向上だとかそういうことにつながるということだと思う

ので、今回の条例改正は今言った二つ、今後、ほかの料金等、税だとか、いろんなことを

考えられるのかなと思いますけれども、現在のところ市として考えているところはござい

ますでしょうか。お知らせ願いたいと思います。 

米田副市長：市役所全体のモバイル決済というやつですね。これは、ＩＣＴの推進プロ

ジェクトチームで担当して、できるものは、担当課がやれるという部分はやっていくのだ

けれども、全体の方針については、まだ検討中でして、ちょっと技術革新のスピードがあ

まりにも速くて、ＱＲコードを読み込んだり、ほかの方法とか、ダブルでいろんな機械が

かち合ったりとか、問題点が多過ぎて、市全体の方針はあと１年ぐらいいろんな検討が必

要だと思っています。ただ、担当課でやれる部分については、個々でやっていくという方

針であります。 

佐々木委員：ありがとうございました。できることからというふうなことで、最終的には

納付義務者の利便性の向上につながるということで、しっかり実行・検討のほうをよろし

くお願いいたします。 

 終わります。 

舩見委員長：その他質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

 採決いたします。 

 議案第７８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７８号三沢市農業集落排水処理施設条例及び三沢市下水道条例の一部を

改正する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 



- 6 - 

 次に、議案第７９号（仮称）浜三沢地区コミュニティ集会施設等整備事業建築工事請負

契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第７９号（仮称）浜三沢地区コミュニティ集会施設等整備事業建築工

事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 この議案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定に基づき提案するものであります。 

 議案書の１２ページ及び議案第７９号資料を御覧ください。 

 契約の主な内容は、浜三沢地区社会福祉センターと消防団第１分団屯所の老朽化に伴

い、建て替えをするものであります。 

 工事内容といたしましては、鉄骨造り平屋建て、延べ床面積５７８.０１平方メートル

の集会施設と消防団屯所の複合施設の建築工事であります。 

 工事場所は、三沢市大字三沢字園沢８３番１ほか。契約の方法は、一般競争入札であり

ます。 

 本工事は、工事内容等を総合的に判断した結果、令和３年度三沢市登録業者名簿におい

て建築一式工事の資格を有する市内登録業者であることなどを入札参加資格としたところ

であります。 

 契約金額は、１億７,９１９万円。契約の相手方は、三沢市深谷２丁目９４番３０３

号、株式会社中屋敷建設であります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７９号（仮称）浜三沢地区コミュニティ集会施設等整備事業建築工事請

負契約の締結については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（塩釜地区コミュニティ集会

施設）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（塩釜地区コミュニ

ティ集会施設）について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市塩釜地区コミュニティ集会施設の指定管理者を指定するため提案す

るものであります。 
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 議案書の１４ページを御覧いただきたいと思います。 

 塩釜地区コミュニティ集会施設の指定管理者となる団体は、塩釜町内会であります。 

 指定の期間は、令和４年４月１日から令和６年３月３１日までであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

堤委員：塩釜地区のコミュニティ集会施設そのものについての質問ではなくて、関連して

質問してまいります。 

 集会所みたいなのが町内にあれば、非常に便利で、コミュニティーがつくられるし、い

ろんな町内活動ができます。しかしながら、個人の住宅などを利用したり、あるいは隣の

町内会にあって、自分のところにはそういう施設がないと。市からのいろんな要請につい

て、町内会の数の世帯の多い少ないにかかわらず、いろんな要請・要望が市からあるわけ

ですよね。 

 そういうことから、現在、町内会集会所というふうなはっきりしたものがなくて、個人

の住宅などを借りたり、町内会がないと、そういったところというのの数は押さえてある

のでしょうか。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 町内会で集会所を持っていない町内会ですけれども、一般の住宅であったり、そういう

ところを借用して利用している町内会もございます。今のところ、そういった町内会に

は、補助金を交付しまして利用していただいているところですけれども、現在、三つの町

内がそういった補助金を利用して使用してございます。 

 以上でございます。 

堤委員：すみません。補助まで出しているし、公の施設といっても過言ではないと思いま

す。三つの借りているところは、そこはどことどこか教えていただけませんか。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 現在、補助金を交付している町内会は、清水町町内会と春日台３丁目町内会、あと本町

４丁目町内会となっております。 

 以上でございます。 

堤委員：多分、この三つの町内会、集会所がないわけでなくて、関連する町内会と当時、

防衛予算、周辺整備法の予算を活用してだと思いますけれども、間近に、近くに集会所が

あるはずです。しかしながら、２０年以上たつと住所の形態が様変わりしまして、不便に

なっている現状で、非常に地域のためという、特にこの地域ではお祭りを抱えている町内

会ですので、神社を抱えていてお祭りをやらない、人が少なくなってお祭りができないと

いうわけにはいかない町内会なのですよ。是が非でもお祭りに人を駆り出して、頼んでも

お祭りには参加しなければならないという使命感のある町内会、地域なのですよ。 

 そういうところの特殊事情みたいなのがあるという、これはこのままずっと続けていく

つもりなのか、何らかの解消法を考えているのか。今後、市とすれば、どのような方針と

いうか、考え方でいるのかをお伺いします。 

東広報広聴課長：お答えいたします。 

 今のところ、まちの施設を新しく建設するとか、そういうことはちょっと考えてはいな
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いのですけれども、今後、何らかの方法によって町内会が利用できるようなことを、今後

検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

堤委員：市で着手すると、何かの国の予算とか、９条もそうですけれども、周辺整備法の

発動とかとなると、使用する資材というか部材、全部指定されたものとか同等品というよ

うなことであって、非常に建築費がかさむのですよね。地域とすれば、そういうふうな頑

丈というか、永久的にもつようなといいますか、そういうふうなことまで考えていないの

ですよ。だけれども、集まる場所が欲しい。 

 それから、高齢化が進むと、なかなか同じ、例えば春日台を例に取ると、駅前にありま

すよ、でっかいのがね。集会所がね。そうすると、春日台の奥まで行って町内の会議があ

るというと、あのお寺のほうから来なければないというふうなことも考えると、年寄りは

無理なのですよね。それは今、例えば春日台の話をしましたけれども、よその町内会でも

同じですけれども、建てた当時とやはり現状は全く違ってきていると。 

 そういうことを考えると、新築でなくてもいいと。今ある建物をリニューアルする形で

行政サービス的なものの考え方でできないかどうかというのも、これは地域住民の切なる

思いなのですよ。ですので、今、検討というふうなお答えをいただきましたので、ぜひと

も固定概念にはまったようなことでなくて、もう少し柔軟な発想というか、考え方で御検

討をぜひともお願いをしたい。そういうことを申し上げて終わります。よろしくお願いし

ます。 

舩見委員長：その他質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：それでは、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第８０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第８０号公の施設の指定管理者の指定について（塩釜地区コミュニティ集

会施設）は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

午前１０時２９分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   舩 見 昌 功   


